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最
初
の
「
天
下
人
」
生
誕
五
〇
〇
年

若
林
神
社
の
巨
樹
と「
の
ぼ
り
」設
置

▲本殿前の
「いちょう」

若林に陣所を置いた三好長慶

30

▲境内に建てられた三
好長慶の「のぼり」　イ
ラスト：ヤマザキ ミコ

▲若林神社（若林1丁目）　巨樹や「のぼり」
が見られる。

▲鳥居横の
「いちょう」

▲本殿前
「いちょう」
前の「くす」

▲境内西側
の「くす」

　
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
は
、
大だ
い

永え
い
二
年

（
一
五
二
二
）、阿あ

波わ

（
徳
島
県
）
に
生
ま
れ
、

戦
国
武
将
と
し
て
最
初
の「
天
下
人
」と
な
っ

た
三み
よ
し好
長な
が

慶よ
し

の
生
誕
五
〇
〇
年
に
あ
た
り

ま
す
。
長
慶
は
、
京
都
で
室む
ろ

町ま
ち
将
軍
を
補
佐

し
て
い
た
管か
ん

領れ
い

家
の
細ほ
そ

川か
わ

氏
の
家
臣
で
し

た
が
、
時
の
十
三
代
将
軍
足あ
し

利か
が

義よ
し
輝て
る
を
京
都

か
ら
追
放
し
、
細
川
氏
か
ら
も
実
権
を
奪
い

ま
し
た
。
や
が
て
、
日
本
の
中
枢
で
あ
っ
た

近
畿
地
方
の
十
一
か
国
を
支
配
し
、
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が
に
先
立
ち
、
天
下
を
治
め
た
の
で
す
。

　
長
慶
は
、
河
内
で
も
戦
い
を
く
り
広
げ

ま
し
た
。
当
時
、
河
内
国
を
治
め
て
い
た

の
は
河
内
守し

ゅ
護ご

の
畠
は
た
け
山や
ま
氏
で
、高た
か
屋や

城（
羽

曳
野
市
古
市
）
に
拠
っ
て
い
ま
し
た
。
安あ

ん

閑か
ん
天
皇
陵
古
墳
の
墳
丘
や
濠
を
利
用
し
た

城
を
攻
め
る
た
め
、
長
慶
は
摂
津
方
面
か

ら
進
軍
し
、
今
の
本
市
最
北
東
部
の
若
林

に
も
陣
を
置
き
ま
し
た
。

　
『
細ほ

そ

川か
わ

両り
ょ
う

家け

記き

』
に
よ
る
と
、
天て
ん

文ぶ
ん

十
六
年
（
一
五
四
七
）
八
月
か
ら
翌
十
七

年
（
一
五
四
八
）
に
か
け
て
、
長
慶
は
高

屋
城
の
畠
山
政ま

さ
国く

に
を
攻
め
る
た
め
、
若
林

に
陣
所
を
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
長

慶
は
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）、
摂

津
の
三
好
山
山
頂
の
芥

あ
く
た

川が
わ

城
（
高
槻
市
）

に
入
り
、
拠
点
と
し
た
の
で
し
た
。

　

長
慶
は
、
永え

い

禄ろ
く

三
年
（
一
五
六
〇
）
に

は
居
城
を
芥
川
城
か
ら
、
北
河
内
の
飯い

い

盛も
り

山や
ま

山
頂
の
飯
盛
城
（
大
東
市
・
四
條
畷
市
）

に
移
し
ま
す
。
同
年
七
月
に
も
、
長
慶
は
政

国
の
後
、
高
屋
城
主
と
な
っ
た
畠
山
高た

か
政ま

さ
を

討
つ
た
め
、
若
林
に
進
軍
し
て
い
ま
す
。

　
若
林
は
恵
我
野
の
北
部
を
占
め
、
若
林

一
丁
目
の
若
林
神
社
が
微
高
地
の
最
高
所

に
あ
た
り
ま
す
。
同
社
は
品ほ

ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

陀
別
命
（
応お
う

神じ
ん

天
皇
）
を
祭
神
と
し
、
江
戸
時
代
ま

で
は
「
八は

ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
鎌
倉
時
代
末
期
の
元げ

ん

弘こ
う

〜
建け
ん

武む

期

（
一
三
三
一
〜
三
五
）
に
本
市
小
川
五
丁

目
の
深ふ

か
居い

神
社
か
ら
分
祀
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
前
半
、
延え

ん
宝ぽ
う
年

間（
一
六
七
三
〜
八
〇
）の「
若
林
村
絵
図
」

に
は
、
若
林
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
広
大

な
境
内
地
が
描
か
れ
、
樹
木
で
覆
わ
れ
て

い
ま
し
た
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
44・45
）。

　
戦
国
時
代
、
若
林
の
陣
所
は
、
若
林
神

社
周
辺
の
森
林
が
広
が
る
野
原
に
設
け
ら

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
社
地
に
は
、
今

も
そ
の
名
ご
り
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
植

え
ら
れ
た
巨
樹
が
四
本
見
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
が
活
動
す
る
「
松
原
の
歴
史
を

知
る
会
」は
、平
成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）、

市
内
の
社
寺
林
を
調
査
し
て
、『
松
原
の
樹

木
』
と
名
づ
け
た
冊
子
を
発
刊
し
ま
し
た
。

会
員
の
岡
本
武
司
さ
ん
（
元
松
原
市
教
育

委
員
会
文
化
財
課
）
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
若
林
神
社
に
は
、
樹
齢
三
〇
〇
〜
二
〇
〇

年
と
推
定
さ
れ
る
「
い
ち
ょ
う
」
の
古
木

が
二
本
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
本
殿
前
の
幹

周
三
〇
八
㎝
、
樹
高
十
八
ｍ
の
巨
樹
（
環

境
省
基
準
）
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
境
内

入
口
の
鳥
居
横
に
幹
周
三
〇
一
㎝
、
樹
高

二
〇
ｍ
の
巨
樹
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
本
殿
前
「
い
ち
ょ
う
」
の
手
前
に
幹
周

三
四
七
㎝
、樹
高
三
〇
ｍ
の
巨
樹
の
「
く
す
」

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
境
内
西
側
に
も
幹

周
三
二
七
cm
、
樹
高
三
〇
ｍ
の
巨
樹
の
「
く

す
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
樹
齢
二
〇
〇

〜
一
五
〇
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
、
長
慶
生
誕
五
〇
〇
年
を
記
念
し

て
、「
三
好
長
慶
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
誘

致
推
進
協
議
会
（
関
西
）」
は
、
長
慶
の
父

元も
と

長な
が
の
墓
所
が
あ
る
堺
市
堺
区
の
顕け
ん

本ぽ
ん

寺じ

（
法ほ
っ
け華
宗し
ゅ
う）
や
徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
な

ど
三
好
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
、
長
慶
を

P
R
す
る
「
の
ぼ
り
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
「
の
ぼ
り
」
に
は
、
征
覇
し
た
諸
国
の

地
図
を
バ
ッ
ク
に
、
椅
子
に
坐
る
「
信
長

に
先
ん
じ
た
天
下
人
三
好
長
慶
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。「
三
好
長
慶
を
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

へ
‼
」
や
「
三
好
大
河
を
応
援
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
松
原
市
に
も
、
堺
市
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
し
た
。
六
月
、
市
で
は
、
若
林

町
会
や
同
志
会
の
ご
協
力
で
若
林
の
陣
所

跡
推
定
地
の
若
林
神
社
に
、「
松
原
市
・

松
原
市
観
光
協
会
」
の
協
賛
で
、
同
「
の

ぼ
り
」
三
本
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
時
に

「
三
好
長
慶
と
若
林
」
の
説
明
文
を
書
い

て
境
内
に
掲
示
し
ま
し
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
「
の
ぼ
り
」
の
建
つ
若
林
神
社
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
松
原
で
も
機
運

が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


